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エピブラスト同様に多能性因子である、OCT4, NANOG, SOX2 を発現している
が、その後、PGC 誘導に伴い、SOX2 発現を失い、マウスにおいて中胚葉/PGC
分化に必須な因子である T を発現することがわかった。また in situ 
hybridization 法により、羊膜自体が生殖細胞誘導因子である BMP4 遺伝子や
その標的遺伝子である ID2 及び MSX2 を発現することから、サル PGC は羊膜
の BMP4 自己分泌メカニズムにより形成される可能性が示唆された。また、マ
ウス PGC 誘導には WNT3 の下流シグナルが必須であることが知られているこ


















ま ず 、 21-28 日 齢 の カ ニ ク イ ザ ル 胚 の 免 疫 染 色 に よ り 、
SOX17/TFAP2C/BLIMP1 陽性の PGCs が後部卵黄嚢内胚葉から後腸へと取り
込まれ、その後、腸間膜を経て生殖巣へと移動することが明らかとなった。さ
らに PGCs は胎齢１１日にて羊膜の背側部にて形成された後、後部羊膜を経て、
卵黄嚢へと移動することが判明した。また in situ hybridization 法による発現
解析により、隣接する細胞性栄養膜細胞に発現する WNT3A や羊膜自身に発現
するBMP4のシグナルを受けて羊膜内部で PGCsが形成される可能性が示唆さ
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